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○議事日程〔 第１号 〕 

 平成２４年１２月５日（水曜日）午前１０時開会 

※開会宣告  

※開議宣告 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  会期の決定 

日程第３  閉会中の委員会付託事件［第５９号議

案及び第６０号議案］ 

（委員長報告・委員長報告に対する質

疑・討論・表決） 

日程第４  第６２号議案から第８２号議案まで及

び第２号報告 

（提案理由説明） 

 

○本日の会議に付した事件 

 議事日程に同じ 

 

○出席議員（２０名） 

１  番 土 谷 信 也 

２ 番 近 藤 紀 男 

３ 番 成 重 博 文 

４  番  安 達    隆 

５  番    山  田  秀  夫 

６  番  松 本 博 彰 

７ 番   中山田  健  晴 

８  番    河  野  徳  久 

９  番    明 石 光 子 

１０ 番 土 谷   力 

１１  番    村 上 和 人 

１２  番    鴛  海  政  幸 

１３  番    安  東  正  洋 

１４  番    北 崎 安 行 

１５  番    川 原  直 記 

１６  番    河  野  正  春 

１７  番    山 本 博 文 

１８  番    菅    健 雄 

１９  番    徳 永   浄 

２０  番    大  石  忠 昭 

 

○欠席議員（０名） 

 

○職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

事 務 局 長    河 野 真 一 

 

 

庶 務 係 長    次郎丸 浩 一 

議 事 係 長    岩 本   力 

主     任    西 田 巨 樹 

 

○説明のため議場に出席した者の職氏名 

市     長    永 松 博 文 

副  市  長    鴛 海   豊 

会計管理者兼市参事兼会計課長  

            野 村 信 隆 

市参事兼税務課長   安 東 良 介 

市参事兼農林振興課長   井 上 晃 一 

総 務 課 長          安 藤 隆 治 

企 画 情 報 課 長         佐 藤 之 則 

財  政  課  長       甲 斐 智 光 

市 民  課  長    山 田 真 一 

保 険 年 金 課 長   佐 藤   清 

子育て・健康推進課長   植 田 克 己 

人権・同和対策課長     伊 東 文 夫 

環 境 課 長    都 甲 賢 治 

商 工 観 光 課 長   安 田 祐 一 

農 地 整 備 課 長   榎 本 久 光 

建  設  課  長    筒 井 正 之 

都 市 建 築 課 長     河 野 義 雄 

上 下 水 道 課 長      中 尾   勉 

福 祉 事 務 所 長     尾 形   稔 

地域総務二課長兼水産・地域産業課長 

              後 藤 三 利 

消    防    長    後 藤   勲 

総務課 課長補佐兼総務係長兼秘書広報係長 

       後 藤 史 明 

総務課 人事・法規係長   丸山野 幸 政 

教育庁 

教  育  長    河 野   潔 

総 務 課 長       渡 邊 和 幸 

学 校 教 育 課 長   瀬 口 卓 士  

 

○議長（河野正春君） おはようございます。 

ただいまの出席議員は、２０名で、議員全員の出

席であります。 

よって、平成２４年第４回豊後高田市議会定例会

は成立いたしましたので、開会いたします。 

○議長（河野正春君） この際、諸般の報告をいたし

ます。 

平成２４年第４回豊後高田市議会定例会会議録（第１号） 
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お手元に配付いたしました事務報告書のとおりで

ありますので、ご了承願います。 

○議長（河野正春君） これより、本日の会議を開き

ます。 

市長ほか関係者の出席を求めましたので、ご了承

願います。 

○議長（河野正春君） 日程第１、会議録署名議員の

指名を行います。 

会議録署名議員に２番、近藤紀男君及び３番、成

重博文君を指名いたします。 

○議長（河野正春君） 日程第２、会期の決定を議題

といたします。 

 お諮りいたします。 

 今期定例会の会期は、本日から１２月２０日まで

の１６日間といたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（河野正春君） ご異議なしと認めます。 

よって、今期定例会の会期は、本日から１２月２

０日までの１６日間と決定いたしました。 

なお、会期中の会議予定は、お手元に配付してあ

ります会議予定表のとおりであります。 

○議長（河野正春君） 日程第３、閉会中の継続審

査となっておりましたお手元に配付しております閉

会中の継続審査結果表の第５９号議案及び第６０号

議案を一括議題といたします。 

これより委員長の報告を求めます。 

決算審査特別委員長、安達 隆君。 

○決算審査特別委員長（安達 隆君） 皆さん、お

はようございます。 

決算審査特別委員長報告を行います。 

去る１０月１６日、決算審査特別委員会を開会し、

継続審査となっておりました決算議案２件の審査を

終了いたしましたので、その結果を報告いたします。 

第５９号議案、平成２３年度豊後高田市歳入歳出

決算の認定について、まず、一般会計部分ですが、

歳入歳出決算額が、歳入総額１４７億７，５７７万

７，３９１円に対し、歳出総額１４３億９，７５８

万５，４１５円で、歳入歳出差引額３億７，８１９

万１，９７６円を平成２４年度へ繰り越しています。

この内訳は、繰越明許費繰越額７，７２２万８，０

００円、実質収支額３億９６万３，９７６円です。 

 審査は、まず、執行部から大要の説明を受け、決

算に関する説明書や監査委員の意見書などを参考に、

質疑、意見が出されたところです。歳入に関しては、

自主財源の確保の立場から、歳出に関しては、事業

の内容と行政効果の点について各款にわたり審査を

行い、決算状況の把握と分析がされております。 

 初めに、歳入の内容としては、前年度決算と比較

して、１０億４，１１８万８，４５４円、６．６パー

セントの減額です。 

このうち、減額の主なものは、地方譲与税、利子

割交付金、地方消費税交付金、国庫支出金、県支出

金です。特に大きい減額をしております国庫支出金

については、国の経済対策に伴う地域活性化臨時交

付金や社会資本整備総合交付金、安全、安心な学校

づくり交付金等が事業終了により減少したことによ

るものです。 

 増額の主なものは、市税、地方交付税、財産収入、

市債です。特に市税については、景気の持ち直しや

雇用情勢の改善により個人分を中心に市民税が増加

したこと、たばこ税増税により市たばこ税が増加し

たことなどによるものです。 

 次に、歳出の内容としては、前年度決算と比較し

て１０億９，６７５万９，１４３円、７．１パーセ

ントの減額です。 

 このうち減額の主なものは、総務費、農林水産業

費、土木費、消防費、公債費です。 

土木費については、社会資本整備総合交付金事業

費、事業内容としまして桂橋整備事業、中央公園整

備事業の減少などによるものです。また、消防費に

ついては、消防庁舎建設事業費の減少などによるも

のです。 

 増額の主なものは、議会費、民生費、衛生費、商

工費、教育費です。 

商工費については、緊急雇用創出臨時特例交付金

事業費、長崎鼻リゾートキャンプ場整備事業費の増

加などによるものです。 

また、教育費については、図書館建設事業費、中

央公園改修事業費の増加などによるものです。 

 審査の中で７人の委員から質疑が出されました。 

質疑及び答弁の内容につきましては、多数であり

ますので省略させていただきたいと思いますが、主

な質疑の内容につきましては、「不納欠損額の主な内

容」についての質疑がありました。 

これに対し執行部から次のような説明がありまし

た。 

「市税全体では平成２３年度の不納欠損が実人員

にしまして１９２件、金額１，１８１万５，０００

円、これは対前年比で１７１件、６７１万円の減で、
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平成２３年度県内の１４市の中では１番低い不納欠

損額となっているところでございます。 

 昨年よりも不納欠損額は減少していますが、引き

続き十分な財産調査を行いつつ不納欠損の減少に向

けて努力してまいりたいというふうに考えておりま

す。」 

また、他の委員から「地方交付税が増額されてい

るが、その要因及び今後の見込みについて」の質疑

がありました。 

これに対し執行部から次のような説明がありまし

た。 

「増額の要因につきましては、社会保障費関係、

厚生費を中心に需要額の増、過疎債、合併特例債等

におきます交付税措置対象の償還額の増、合わせて

基準財政需要額から控除される臨時財政特例債の減

少などによるものでございます。今後の見込みにつ

きましては、社会保障費と税の一体改革に伴う社会

保障の地方負担の増加など不透明な面が多く、さら

に普通交付税の合併算定替も平成２６年度で終了す

ることから、厳しい状況になってくることが予想さ

れますので、今後の予算編成において、地方財政計

画等を注視してまいりたいと考えております。」 

その他、「小規模集落整備事業の事業効果」、「半

住・半旅田舎暮らし体験委託事業のこれまでの利用

者数とその後の定住者数」、「地域子育てサポート事

業の概要」、「生活保護者の増えている要因」、「不用

額の要因」などについて委員から質疑があり、執行

部から詳しく説明がありました。 

次に国民健康保険特別会計部分についてですが、

歳入歳出決算額は、歳入総額３３億８，９６６万３，

７３９円に対し、歳出総額３３億１４万３１１円で、

歳入歳出差引額８，９５２万３，４２８円を平成２

４年度へ繰り越しています。この決算額を前年度と

比較すると、歳入については０．５パーセントの増

額、歳出については、０．３パーセントの増額となっ

ています。 

 歳入では、国庫支出金、療養給付費交付金、県支

出金、共同事業交付金などが前年度より増加し、国

民健康保険税、前期高齢者交付金、繰入金などが減

少しています。なお、国民健康保険税の減少につい

ては、徴収率は９４．３パーセントと前年度とほぼ

同じ額ですが、被保険者の減少や課税標準額の減少

によるものです。 

 歳出では、保険給付費、後期高齢者支援金等、介

護納付金、保健事業費などが前年度より増加し、総

務費、老人保健拠出金、共同事業拠出金などが減少

しています。 

なお、保険給付費の増加については、１人当たり

の医療費、費用額が年々上昇しているのが主な要因

となっています。 

 このような状況の中、増え続ける医療費節減のた

め保健事業の充実を図っており、保健事業では糖尿

病や脳卒中につながる生活習慣病を早期に発見、予

防するため、特定健診の受診率の向上に取り組んで

います。 

受診の機会を増やすために、一昨年度から市内の

医師会等の協力により市内の医療機関でも受診でき

るようになり、昨年度から宇佐市医師会の協力によ

り宇佐市内の医療機関でも受診できるようになりま

した。また、自治組織表彰も取り入れ、地区での自

治会ごとに受診率向上に取り組んでいます。平成２

３年度の特定健診の受診状況ですが、対象者５，３

３４人に対し、受診者数２，２０７人で受診率４１．

３８パーセントになっています。 

 次に後期高齢者医療特別会計部分についてですが、

歳入歳出決算額は、歳入総額３億２７６万３，９４

３円に対し、歳出総額３億２２３万８，５４３円で、

歳入歳出差引額５２万５，４００円を平成２４年度

へ繰り越しています。 

 歳入の主なものとしては、後期高齢者医療保険料、

繰入金です。 

歳出の主なものは、後期高齢者医療広域連合納付

金で、これは、大分県後期高齢者医療広域連合への

負担金で、本市の被保険者保険料及び保険基盤安定

制度繰入金です。 

大分県における平成２３年度の保険料は、年額で

均等割額が４万７，１００円、所得割額が８．７８

パーセントで限度額が５０万円となっています。 

次に介護保険特別会計部分についてですが、歳入

歳出決算額は、歳入総額２７億５，０８３万３，３

８６円に対し、歳出総額２７億３，２６８万５，０

６０円で、歳入歳出差引額１，８１４万８，３２６

円を平成２４年度へ繰り越しています。 

 歳入の主なものは、保険料、国庫支出金、支払基

金交付金、県支出金、繰入金、市債です。 

特に平成２３年度は、初めて市債として借り入れ

をしています。これは、第４期の給付が計画を大幅

に上回ったため、財源不足となり借り入れたもので

す。そのため第５期では保険料を増額するとともに、

特に介護予防、とりわけ自立を阻害する過剰なサー
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ビスのないよう、また利用者を初め被保険者による

機能維持の向上に努めています。 

 歳出の主なものは、総務費、保険給付費、地域支

援事業費です。 

 介護保険制度につきましては、施行後１２年を経

過したところであります。平成１８年４月に制度の

見直しが行われ、新たに総合的な介護予防システム

の確立のための要支援、要介護状態になる前からの

介護予防を推進し、地域における包括的、継続的な

マネージメント機能の強化を行っています。 

このうち介護予防については、要介護認定を受け

ていない６５歳以上の第１号被保険者を対象に生活

機能評価の実施に取り組み、二次予防対象者を把握

し、予防事業に取り組んでいます。 

 平成２３年度末の第１号被保険者数は８，１８６

人で、前年度と比較すると３６人、０．４パーセン

トの減となっています。 

要介護認定者数は１，６４７人で、前年度と比較

しますと３６人、２．１パーセントの減となってい

ます。 

 要支援と要介護の内訳は、要支援が前年度から１

１人、２．４パーセントの減、要介護が前年度から

２５人、２．１パーセントの減となっており、認定

率に改善傾向が見られます。 

 次に、簡易水道事業特別会計部分についてですが、

歳入歳出決算額は、歳入総額、歳出総額ともに５，

５１４万１，０９０円です。 

 歳入の主なものは、使用料、繰入金です。 

歳出の主なものは、総務費、簡易水道費、公債費

です。 

簡易水道整備事業の主なものとしては、真玉地区

の大村団地簡易水道加圧ポンプ取りかえによる修繕

費です。 

審査の中で委員より、「収入未済額の詳細について」

などについての質疑があり、執行部から詳しく説明

がありました。 

次に、公共下水道事業特別会計部分についてです

が、歳入歳出決算額は、歳入総額、歳出総額ともに

７億８，４０５万９，３９７円です。 

歳入の主なものは、使用料、国庫支出金、県支出

金、繰入金、市債です。 

歳出の主なものは、総務費、公共下水道費、公債

費です。 

当事業の建設工事は、事業費は７，２８２万円で、

汚水管きょ工事は１，２７８メーター、整備面積は

５．４２ヘクタールの事業を実施し、処理区域面積

は４９５．９ヘクタールとなっています。 

平成２３年度の区域内人口は８，６０４人、水洗

化人口は６，９８０人で、水洗化率は８１．１パー

セントとなっています。 

審査の中で委員より、「水洗化率、整備率、ともに

努力で上昇している。また、未収額も減少して努力

は大いに評価するが、今後の対応、それぞれの数値

目標」などについての質疑があり、執行部から、詳

しく説明がありました。 

次に、特定環境保全公共下水道事業特別会計部分

についてですが、歳入歳出決算額は、歳入総額、歳

出総額ともに２億１，６５０万６，９５９円です。 

歳入の主なものは、分担金、使用料、県支出金、

繰入金、市債です。 

歳出の主なものは、総務費、特定環境保全公共下

水道事業費、公債費です。 

整備の内訳として、真玉処理区の事業費は６３９

万円で、主に平成２４年度実施予定の城前地区の測

量設計委託費です。 

平成２３年度末の給水区域内人口２，５７２人、

水洗化人口１，２８８人、水洗化率は５０パーセン

トとなっています。 

審査の中で委員より、「旧真玉町、旧香々地町の両

地域のそれぞれの水洗化率と収入の未済額」などに

ついての質疑があり、執行部から詳しく説明があり

ました。 

次に、農業集落排水事業特別会計部分についてで

すが、歳入歳出決算額は、歳入総額、歳出総額とも

に５，８８９万１，１８７円です。 

 歳入の主なものは、使用料、繰入金です。 

 歳出の主なものは、総務費、公債費です。 

 当事業の平成２３年度末の処理区内人口は９１５

人、水洗化人口は５８６人、水洗化率は６４パーセ

ントとなっています。 

 次に、漁業集落排水事業特別会計部分についてで

すが、歳入歳出決算額は、歳入総額、歳出総額とも

に９０１万９，０８９円です。 

 歳入の主なものは、使用料、繰入金です。 

 歳出の主なものは、総務費、公債費です。 

 当事業の平成２３年度末の処理区内人口は９０人、

水洗化人口は６８人で、水洗化率は７５．５パーセ

ントとなっております。 

 次に、ケーブルネットワーク事業特別会計部分に

ついてですが、歳入歳出決算額は、歳入総額、歳出
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総額ともに、４億８，８３２万７，２３４円です。 

 歳入の主なものは、使用料、財産収入、繰入金、

市債です。 

 歳出は、総務費、ケーブルネットワーク施設費、

公債費で、総務費については、ケーブルテレビ事業

の運営に係る経費で、センター職員の人件費、通信

回線使用料、施設整備の保守管理委託料、自主放送

の支援業務委託料、ケーブルを共架している九電柱、

ＮＴＴ柱の使用料、サブセンターの土地、建物使用

料、消費税などを支出しています。 

 審査の中で委員より、「民間企業のＣＭは、このケー

ブルテレビでは取り入れることはできないのか。」と

いう質疑があり、執行部から、その内容について詳

しく説明がありました。 

以上、審査の結果、第５９号議案については、全

員異議なく、認定すべきものと決しました。 

 次に、第６０号議案、平成２３年度豊後高田市水

道事業会計剰余金の処分及び決算の認定についてで

すが、給水状況につきましては、本年度末の給水戸

数は５，２９６戸で、前年度に比べ２５戸の増加と

なりました。 

年間総配水量は、１７１万４，７４１立方メート

ルで、前年度に比べ１万１，９８１立方メートルの

増加となりました。 

また、有収水量は１５５万３，５５６立方メート

ルで、前年度に比べ１万５，３０８立方メートルの

増加となりました。 

 なお、本年度の１日最大配水量は５，４２１立方

メートルで、前年度に比べ５５５立方メートルの減

少となりました。 

 建設改良費については、第１浄水場ポンプ等築造

工事、第２号井及び第４号井取水ポンプ施設改良工

事などを施工しました。 

財政面において、収益的収支では、総収益は、２

億１，１２７万５，２４９円、総費用は、１億７，

６４５万７，２１４円で、差し引き３，４８１万８，

０３５円の純利益が生じています。 

資本的収支では、収入総額１億３，３０７万３，

５７８円、支出総額２億６，８０２万９，６８７円

で、差し引き１億３，４９５万６，１０９円の不足

額が生じています。 

この不足分は、当年度分消費税及び地方消費税資

本的収支調整額７７９万１，５１８円、当年度分損

益勘定留保資金７，６７６万９１４円、及び建設改

良積立金５，０４０万３，６７７円で補てんしてい

ます。 

以上、審査の結果、第６０号議案については、全

員異議なく、認定すべきものと決しました。 

 以上で、決算審査特別委員会審査結果の報告を終

わります。 

失礼しました。 

訂正部分があるので、第５９号議案の一般会計部

分で歳出の主なものとして教育費について中央公園

改修事業費と報告しましたが、中央公民館改修事業

費、失礼しました。終わります。 

○議長（河野正春君） 以上で、委員長の報告を終

わります。 

 これより、ただいまの委員長の報告に対する質疑

にはいります。 

  質疑はありませんか。 

２０番、大石忠昭君。 

○２０番議員（大石忠昭君） 皆さんおはようござ

います。 

今の委員長報告に対して二、三点質疑をいたしま

す。１点は、一般会計の不能欠損について質疑があ

り、不能欠損額は県内１４市で一番少ないという答

弁があったということが強調されましたが、それで

も１，０００万円を超える不能欠損額になっている

わけでありますけど、その原因について明らかにさ

れたと思うのですけど、どういう点が明らかにされ

たのかどうか。それは１０人の委員の中で不適切だ

というような案件はなかったのかどうか、が一つの

質問ですね。 

２つ目の質問は、生活保護費が増えているという

質疑があり、その原因の解明がされたそうですけれ

ども、高田の場合、それこそ大分県１４市の中で生

活保護受給世帯あるいは生活保護費についても最低

ですね。人口比から見ても最低、決算額から見ても

最低の状況なのですけど、豊後高田における生活保

護が増えていると、前年度に比べてどういう増加ぶ

りというように認識されたのか。原因がどういうこ

とになったのかを決算委員会で解明されたのかどう

かが２つ目。 

 ３つ目が国保の特別会計で、国保では不能欠損額

が前年度よりも１８３万円増えて、総額では１，６

２７万円ですね。これは、合併以前合併後併せて豊

後高田市始まって以来の高額なんですね。１，６２

７万円をちゃらにしています。一般会計で１，１０

０万円ちょっとなんですけど、不能欠損額を出して

も市民生活には直接影響はありません。だから、市
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税の税法をかえてその分市民へ増税するということ

は法律的にはできません。しかし、国保税の場合は、

国保税の税収がこういう形で減れば、減った分だけ

はまじめに納めている被保険者に上乗せすることが

できるようになり、こういう不能欠損を見込んで条

例改定がやられているというのが現状なんですね。

だから、特に不能欠損で問題にするならば国保税の

不能欠損がなぜ、伸びているのか。一般会計は減っ

たんですよ。同じ市税でありながら一般会計は減り

ました。大分県で一番少なくなりました。それは事

実です。なのに国保税ではなぜ史上最大になってい

るのかという分析が決算委員会として必要だったと

思うんですけどその点は議論になったのか明らかに

してください。 

もう１点は、私は新聞報道しか知りませんが、豊

後高田市の場合、国保の事務のミスで国に対して数

千万円の返還をしなければならなくなったとありま

した。これは、議員から質疑があるなしにかかわら

ず執行部から決算委員会の時点では明らかでありま

したので、こういうことでこれだけの金額を返還す

るようになりましたという報告があったのかどうな

のか。ないとするならば１０人の委員の中で誰か一

人でもこれに指摘をしたのか。この財源については、

別府市などでは何年か前の時には、それは全部一般

会計でその分負担しましょうということがありまし

た。これが、今高田の国保会計から返還することに

なれば、それだけこの国保税引き上げにつながる大

きな問題だと思いますので、そういう議論があった

のかどうか説明していただいたらと思います。 

○議長（河野正春君） 決算審査特別委員長、安達 

隆君。 

○決算審査特別委員長（安達 隆君）大石議員にお

答えします。 

ある議員より「税の均衡性を保つために最終的に

は収納率１００パーセントを目指す指導をしている

のか。前年度の滞納の件数、額を目標に各課で設定

してやったらどうか。」という質疑がありました。担

当課長の答弁によると「公平の観点から現年度中心

に徴収に努力している。その中で税務課等のいろん

な関係課を集めて研修も行っている。 

また、実績報告を副市長へ求め、どういうところ

に問題点があるのか調査研究する研修もやっており、

いろんな面で前向きに努力しています。また、特に

過年度分になると行き先がわからないとか、いろん

な苦労する事例が多くなり徴収に困難を来すので、

できるだけ現年度を１００パーセントに近い形での

努力をしている。」という答弁でございます。 

あとは、全般的な国保に限っての不能欠損、とい

う面では話はでてきていなかったように思います。 

生活保護費については、ある議員から、「生活保護

世帯数の生活保護者が増加しているように思えるが、

その現状把握とどういった理由でそうなっているの

か。」という質疑がありました。 

担当課長の答弁によると「ここ数年の生活保護動

向については、平成２０年のリーマンショックに端

を発し、景気低迷により、全国的にも保護世帯数、

それから保護者数ともに年々増加している状況であ

る。 

本市においても平成２１年度は１０４世帯、１２

４名、平成２２年度が１１７世帯、１４０名、平成

２３年度が１２８世帯、１５８名でこの３年間に２

４世帯３４名の増となっていますということです。 

保護費総額についても平成２１年度は２億７，３

４４万４，０００円、平成２２年度は２億９，１６

７万円、平成２３年度が３億４，０６０万４，００

０円で、この３年間に６，７１６万円の増となって

います。 

今後も年々増加傾向で推移することが予想されま

すが、保護費全体の約６割が医療費扶助であり、そ

の主な要因といたしまして高齢者の増加や傷病によ

る生活困窮者の増加などが考えられます。 

今後については、生活保護行政の適切な運営に努

めてまいりたい。」との答弁でございました。 

以上です。 

○議長（河野正春君） ２０番、大石忠昭君。 

○２０番議員（大石忠昭君） 議長、答弁漏れがあ

ると思うのですけども、答弁漏れを指摘してもらえ

ませんか。 

○議長（河野正春君） 決算審査特別委員長、安達 

隆君。 

○決算審査特別委員長（安達 隆君） 失礼しまし

た。不能欠損の主な内容についてということでいい

ですか。 

平成２３年度一般会計の不納欠損の状況について

担当課長から答弁をいただいております。 

「地方税の徴収権につきましては、５年で時効が

完成するわけでございますけれども、そのため時効

完成前の事案の財産調査をする中で、差し押さえや

滞納処分の執行停止をしているところでございます。 

市税全体では平成２３年度の不納欠損が実人員に
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しまして１９２件、金額１，１８１万５，０００円、

これは対前年度比で１７１件、６７１万円の減でご

ざいます。この額につきましては、平成２３年度県

内の１４市の中で一番低い不納欠損額となっている

ところでございます。 

昨年よりも不納欠損額は減少していますが、引き

続き十分な財産調査を行いつつ不納欠損の減少に向

けて努力してまいりたい。」という答弁でございまし

た。以上です。 

○議長（河野正春君） ２０番、大石忠昭君 

○２０番議員（大石忠昭君） もう１回質問をした

いと思うんですけど、今ざっと答弁がかなり時間を

かけてあったと思うんですけど、肝心なことが解明

されていないと思うのでもう一度聞きます。 

 不能欠損でいうならば、一般会計と国保の会計と

の関係でさっき述べたんですけど一般会計の方は不

能欠損で処理した額は減っていると、国保について

は史上最大になっているというへんを私たち市議会

議員としてはそこを解明することを求められるんで

すよ。私自身も国保の被保険者ですけれども、これ

が増えれば増えるほど国保税が上がるというのは科

学的に見ても事実なんですよ。だから、ここにこそ

不能欠損というならば努力をしてもらいたいんです

よ。減らすために。それが逆に増えて史上最大とい

うことで議員からは何の指摘もなかったんですか。

執行部からもこの点について一般会計が大分県一少

ないというならば、国保が何番目に少ないという説

明はなかったのか。その辺は市民が一番聞きたいと

ころですのでね。これが一つ。質問の趣旨がわかり

ますかね。なかったらなかったなんですね。あった

らどういうことがあったのか。 

それからもう一つは、生活保護についてもそれは

今度の総選挙でも争点になるくらい全国で２１２万

人を超えたということからね。一部の政党では１割

減らせという公約を掲げているところもあるように

ね、バッシングをやられているんですよね。あるい

は生活保護費を１割減らせとか医療費を無料から一

部有料にしろとかね、大きな争点になってきている

んですけど。豊後高田でみるなら大分県平均の３分

の１ですよ。生活保護世帯は。全国的にも生活保護

基準以下の生活をしている人の中で保護を受けてい

るのは２割しかないというのが今の日本の生活の実

態なんですよね。生活保護費が増えることを問題に

することよりは、なぜそんなに国民の生活が困窮し

ているのかということが問題なんですよ。高田の所

得もどんどん下がるばかりでしょうが。これ一般質

問で問題にしますけども。だから、私がもう一回聞

きたいのは増えている原因が、増えているというけ

れども高田で言うたら、人口比からみたら大分県で

一番少ない状況だと認識に議員がたって、どうする

かということをしてほしかったんだけどそういう議

論はなかったということなんですね。あったらあっ

た、なかったらなかったでいいですそれは。  

それから３つ目の問題は、国保の事務ミスによっ

て国に返還しなければならないという問題で執行部

から説明があったのか。あるいは議員から質疑はな

かったのか、議論はなかったのかというこれは被保

険者にとって大きな問題なんですよ。返した分はそ

れだけ国保に上乗せされるということになりますか

らね。そのへんちょっと解明してもらえませんか。 

以上です。 

○議長（河野正春君） 決算審査特別委員長、安達 

隆君。 

○決算審査特別委員長（安達 隆君） 国保に限っ

ての不能欠損という質疑はございませんでした。ま

た、生活保護に関しては先ほども申し上げたとおり

でそれ以上のことはありませんでした。３番目の国

保の事務ミスについては、執行部から説明もなく議

論にはなりませんでした。以上です。 

○議長（河野正春君） ２０番、大石忠昭君。 

○２０番議員（大石忠昭君） これ以上、質疑をし

ても同じと思いますのでしませんが、議長に次期決

算委員会は全議員で構成する委員会に加えて私も参

加するように要望しておきます。終わります。 

○議長（河野正春君） ほかに 質疑はありません

か。 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（河野正春君） これにて、質疑を終結いた

します。 

 これより 討論にはいります。                                             

 討論はありませんか。 

大石議員。 

○２０番議員（大石忠昭君） 日本共産党の大石忠

昭でございます。私は第５９、６０号議案に反対討

論をいたします。 

市民の暮らしや福祉を守る予算の執行、決算の状

況についてはこれは言うまでもなく賛成であります

けれども、同意できない点もありますので何点か指

摘をし、ごく簡単に討論をしたいと思います。 

最初は、一般会計についてでありますけど、歳入
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面でいうならば同和事業による住宅新築貸付資金が

償還期限が切れながら長期にわたって焦げついてい

る額が５，８１５万円にのぼっていますけれども、

この年度についてはまったく解消されていない。さ

らに、特定市民に貸し付けた市有地の営業用駐車場

として使用しているあそこの土地の貸し付け料金に

ついても長期にわたって焦げついたままで、今回の

決算ではまったく片付いていない。こういう決算は

承認できません。歳出面でいうならば同和特定団体

に対する活動補助金は、全国各地で法が執行停止、

法が廃止された以後というのは、補助金が廃止になっ

ています。あるいは年度計画で年々減額しています

けれども高田の場合は前年度と同じ１２５万円がで

すね、出されております。それからあとの団体、決

算書めくってみましても、例えば母子寡婦福祉協議

会には年間１０万５，０００円、障がい者福祉会２

４万円、ＰＴＡ市の連合会に対して３５万円ですけ

れども、こういう団体と同和特定団体に交付してい

る補助金の額があまりにも差が大きすぎますし、当

然、法が廃止をされたのですからこういう特定団体

に対する活動補助金はいますぐ廃止をすべきであり、

来年度予算については廃止を求めておきます。 

さらに県が事業主体であります県工事負担金など

についても何度も問題にしておりますけれども、私

たちは全国的にも廃止、あるいは負担軽減措置をとっ

ており、高田の場合はこういう予算執行については

同意できませんので反対します。 

次は国保会計についてでありますけれども、先ほ

ど言いましたように、決算書見ますと不能欠損で１

８３万円増加しておりまして、総額１,６２７万円と、

この額が史上最大とこれを毎年更新している形に

なっております。よってその分を除外してみても国

保税の滞納総額が１億８，０００万円です。１億８，

０００万なんです。これを超えました。そうします

と滞納額が、総額が増えれば増えるだけ今の国保の

制度からいきましたら、その分はまじめに納めてい

る被保険者に上乗せされて負担が増える、そういう

制度になっておりますのでこういう決算には同意で

きないわけであります。払いたくても払えないと。

高すぎると。確かに市民の所得に比べてみて、国保

税の負担割合は重すぎます。よって私は、政府関係

機関に対して国庫負担率を引き上げると。軍事費と

か、政党助成金などですね、共産党以外の政党で、

この間５,５５５億円も山分けしておりますけど、そ

ういう無駄遣いこそ一掃して市民が一番困っている

国保の負担を減らすためにやっぱり国の制度を前向

きに改正してもらって市民負担の軽減に努めていた

だくことも要望して討論といたします。 

次は後期高齢者医療制度の特別会計でありますけ

ども、民主党は総選挙の公約を裏切りました。廃止

どころか先送りをしてきました。高齢者を特別扱い

する差別医療制度でありますので私はこの制度その

ものに対して反対しておりますので決算についても

反対いたします。 

次は介護保険特別会計についてでありますけれど

も、高齢者の収入に比べてみて介護保険料について

も、利用料についても負担が重すぎます。せめて、

低所得者の市独自の軽減制度の創設を要求してきま

したけど、この年度までには創設できなかったので

私はこの決算については同意できません。 

最後に水道決算についてですけど、これも特定市

民に対する営業用の水道料金の多額の滞納額、これ

もまったく解消されないままの決算でありますので

同意できません。 

よって以上ごく簡単ですけど討論をしましたが、

この決算議案の認定に反対であります。 

議員各位のご賛同をお願いしまして終わります。 

○議長（河野正春君） ほかに 討論はありません

か。 

 （「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（河野正春君） これにて、討論を終結いた

します。 

これより、第５９号議案、及び第６０号議案を一

括して起立により採決いたします。                             

  本案は、閉会中の継続審査結果表のとおり認定す

ることに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（河野正春君） 起立多数であります。 

  よって、第５９号議案、及び第６０号議案につい

ては、閉会中の継続審査結果表のとおり認定するこ

とに決しました。                                         

○議長（河野正春君） 日程第４、第６２号議案から

第８２号議案まで及び第２号報告までを一括議題と

いたします。 

提案理由の説明を求めます。 

市長、永松博文君。 

○市長（永松博文君） 本日ここに第４回定例会を

招集いたしましたところ、議員各位にはご出席いた

だきまして誠にありがとうございます。 

提案理由の説明に先立ち、市政に関する諸般の報
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告を申し上げます。 

まず、非常にうれしい報告をさせていただきます。

毎年、旧正月７日に行われ、千年を超す伝統を持つ

六郷満山文化の代表的行事であります、長岩屋修正

鬼会を継承する保存会の活動が、日本ユネスコ協会

連盟の「プロジェクト未来遺産」へ登録されること

が決定いたしました。 

今回、全国９か所のうちの一つとして登録いただ

いたところでございまして、昨年の田染荘小崎を継

承する荘園の里推進委員会の活動に引き続き、２年

連続の登録でございます。同一市から複数の取組み

が登録されるのは、全国でも本市のみでございまし

て、大変光栄に思っているところでございます。 

次に、高田中学校野球部の快挙についてでござい

ます。 

高田中学校野球部につきましては、１０月に行わ

れました、中学校新人軟式野球大会及び全日本少年

春季軟式野球大会県大会の２大会を制覇し、先月、

那覇市で行われた九州大会におきまして、見事初優

勝し、全国大会へ出場することとなりました。クラ

ブチームも出場できる強豪がそろう中、投手を中心

とした堅い守りの野球で、九州各県代表の並み居る

強豪チームを破り、成し遂げた快挙でございます。 

こうした文武両道の豊後高田っ子の活躍は、非常に

喜ばしく、来年３月に静岡県で開催される全国大会

でも、大いに活躍できるよう、市民の皆さんととも

に応援したいと思っております。 

次に、婚活事業についてでございます。 

本年につきましては、これまで約４０組の新婚カッ

プルが誕生し、新婚生活応援金を贈呈したところで

ございます。来年には、新婚さん応援住宅のハピネ

ス・ステージも供用開始いたしますし、今後につき

ましても、たくさんの幸せな新婚さんが誕生するよ

う応援し、市内に住んでいただけるよう、各種定住

施策の充実を進めていきたいと考えております。 

また、独身男女の縁を取り持ち定住へと結びつけ

た「縁結び成功お世話人」の第１号が誕生し、１０

月２３日に第１号認定証と縁結び奨励金を贈呈した

ところでございます。縁結びお世話人の皆さんには、

日ごろからの活動に心から感謝申し上げますととも

に、これを契機に第２号、第３号へと続いていただ

きますよう、今後とも独身男女の結婚の後押しをお

願いしたいと思っております。 

次に、ＮＨＫ公開録画番組「俳句王国がゆく」に

ついてでございます。 

中央公民館で収録が行われました１１月１１日に

は、市内外から約３００人の方に観覧していただき

ました。本市の特色でもあります「昭和」を俳句の

テーマとし、昭和の町でのロケを含めて、１１月２

４日にＮＨＫのＥテレで全国放送されたところでご

ざいます。 

この番組は、中央公民館リニューアル記念として

市から申請し収録が実現できたものでございます。

全国放送を活用することは、本市の魅力をＰＲする

非常に有効な手段でございますので、今後におきま

しても機会あるごとに放送局等へ働きかけていきた

いと考えております。 

次に、新庁舎建設についてでございます。 

これまで、新庁舎建設に係る基本構想案につきま

しては、新庁舎建設検討市民懇話会をはじめ、ホー

ムページ等を通じて市民の皆さんへご意見をお聞き

し、さらには、議会で設置いただきました新庁舎建

設特別委員会でご提言をいただく中で作成してきた

ところでございます。 

こうして作成いたしました基本構想案につきまし

ては、まず、議会の全員協議会で議員各位にご説明

申し上げ、その後、１１月１日から１カ月間パブリッ

クコメントを実施し、市民の皆さんへご意見を募集

いたしました。さらには、市内４か所で新庁舎建設

についての住民説明会を開催いたしまして、様々な

ご意見等を伺ったところでございます。 

今後につきましては、議員各位をはじめ市民の皆

さんからいただいたご意見、そして、本日開催する

新庁舎建設検討市民懇話会のご意見等を踏まえ、基

本構想を策定してまいります。 

次に、新図書館についてでございますが、今月、

無事に工事が完了する運びとなりました。待望の開

館日でございますが、なるべく早く、そして市民に

親しまれる図書館となることを念頭に、来年の２月

１４日バレンタインデーに設定することといたしま

した。知の拠点として、多くの市民の皆さんにご活

用いただきたいと考えているところでございます。 

それでは、本定例会に提案いたしました議案及び

報告について、その大要をご説明申し上げます。 

初めに、予算関係の議案についてでございます。 

第６２号議案、平成２４年度豊後高田市一般会計

補正予算（第４号）につきましては、２億５５３万

７，０００円の増額補正で、補正後の予算総額は１

４５億８，４８４万６，０００円となります。 

補正予算の内容につきまして、主なものを申し上
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げますと、まず総務費では、自らの将来に高い志を

持つ若者を地域で育成してもらいたいとして、今回、

多額のご浄財をいただきましたので「教育振興特別

奨学基金」への積立金を計上しております。 

本件につきましては、基金の設置を第８０号議案

として、特別奨学生の要件等必要な事項を第８１号

議案として、それぞれ条例を提案させていただいて

いるところでございます。 

このほか、市を挙げて取り組んでおります各種定

住施策のさらなる情報発信を進める「定住促進広報

強化事業」、緊急雇用創出事業を活用し出会いの場づ

くり等を行う「定住促進独身者マッチング事業」、職

員の退職手当等を計上しております。 

農林水産業費では、緊急雇用創出事業を活用し長

崎鼻における植物油の商品開発等を推進する「長崎

鼻産植物油６次産業化推進事業」等を計上しており

ます。 

土木費では、城台団地建設に係る排水工事等を行

う「城台団地整備事業」等を計上しております。 

教育費では、緊急雇用創出事業を活用し図書館活

動の充実支援を図る「地域・学校における学びサポー

ト強化事業」、同事業を活用し市内に残る石造物の活

用方法を調査する「古代文化公園活用整備事業」等

を計上しております。 

災害復旧費では、本年６月、７月の梅雨前線豪雨

等により発生した農地、河川、道路の災害復旧を行

う事業費を計上しております。 

なお、各款におきましては、一般職職員の人事異

動等に伴う人件費の調整を計上しております。 

第６３号議案平成２４年度豊後高田市簡易水道事

業特別会計補正予算（第１号）から第６５号議案平

成２４年度特定環境保全公共下水道事業特別会計補

正予算（第１号）並びに第６７号議案平成２４年度

豊後高田市ケーブルネットワーク事業特別会計補正

予算（第２号）及び第６８号議案平成２４年度豊後

高田市水道事業会計補正予算（第１号）につきまし

ては、一般職職員の人事異動等に伴う人件費の調整

等を計上しております。 

第６６号議案、平成２４年度豊後高田市漁業集落

排水事業特別会計補正予算（第１号）につきまして

は、松津地区浄化センターの自動制御装置の修繕を

行う「漁業集落排水施設管理費」を計上しておりま

す。 

なお、各特別会計における、それぞれの補正額等

につきましては、配布しております議案書のとおり

でございます。 

次に、予算以外の議案等についてでございますが、

各議案の末尾に提案理由を付していますので、その

全てについての説明は省略し、主なものについてご

説明申し上げます。 

第６９号議案から第７２号議案までにつきまして

は、いずれも市の住宅関係に係る指定管理者の指定

について、議決を求めるものでございます。 

第７３号議案及び第７４号議案につきましては、

新庁舎関連の財産の取得についてでございまして、

その建設用地、県総合庁舎のうち市庁舎の用途に供

する部分、駐車場用地の取得について、それぞれ議

決を求めるものでございます。 

第７５号議案につきましては、犬田団地建設用地

の取得について議決を求めるものでございます。 

第７６号議案、豊後高田市空き家等の適正管理に

関する条例の制定につきましては、安全で良好な居

住環境を確保するため、空き家等の適正管理と事故

防止等について必要な事項を定めるものでございま

す。 

第７８号議案、豊後高田市指定特定非営利活動法

人の指定の基準、手続等に関する条例の制定につき

ましては、市民と行政が協働してＮＰＯ法人を支援

する仕組みとして、個人市民税の寄附金税額控除の

対象となる寄附金を受け入れるＮＰＯ法人を指定す

る基準、手続き等に関し必要な事項を定めるもので

ございます。 

第８２号議案、豊後高田市立学校設置条例の一部

改正につきましては、都甲小中一貫校を設置するた

め所要の規定の整備を行うものでございます。 

第２号報告、平成２４年度豊後高田市一般会計補

正予算（第３号）につきましては、１２月１６日執

行の衆議院議員総選挙に係る経費について、早急に

予算措置を行う必要が生じたため、地方自治法第１

７９条第１項の規定に基づき専決処分をしたので、

同条第３項の規定により報告し、承認を求めるもの

でございます。 

以上で本定例会に提案いたしました議案等につい

て説明を終わりますが、何とぞ慎重審議の上、ご協

賛賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（河野正春君） 以上で本日の日程は、全部

終了いたしました。 

あすから１２月１０日まで休会し、次の本会議は、

１２月１１日、午前１０時に再開し、議案質疑を行

います。 
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 なお、議案質疑の通告は、あす正午までに提出願

います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

午前１１時０８分 散会 

 

 

 地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに

署名する。 

 

 

   豊後高田市議会議長  河 野 正 春 

 

 

   豊後高田市議会議員  近 藤 紀 男 
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